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～ 水引のアマビエで疫病退散を願って ～



第４弾の特徴

②いいだ市議会だより220号令和 2.10.22

▲市道上村102号線の災害現場

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
事
業
費

の
第
４
弾
を
内
容
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
案
な
ど
の
案
件
を
審
議
す
る
た
め
、
８
月
４

日
に
第
２
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

執
行
機
関
か
ら
令
和
２
年
度
補
正
予
算
に
係
る
報

告
案
件
１
件
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
に
係
る
予
算

案
件
２
件
の
提
出
が
あ
り
、
予
算
決
算
委
員
会
で
の

審
査
を
経
て
、い
ず
れ
も
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

　

報
告
案
件
の
内
容
は
専
決
処
分
で
、
６
月
〜
７
月

ま
で
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費
30
億
９
、０
５
０

万
円
で
、
土
木
施
設
６
３
０
カ
所
、
農
業
施
設
３
７

３
カ
所
、
林
道
２
２
２
カ
所
の
災
害
復
旧
事
業
に
関

す
る
も
の
で
す
。

　

予
算
案
件
の
内
容
は
、
①
一
般
会
計
補
正
予
算
、

「
新
た
な
生
活
様
式
」
へ
の
適
応
と
感
染
再
拡
大
へ
の

対
応
の
た
め
の
事
業
費
12
億

２
、９
８
０
万
円
、
②
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算
、
県
補
助

金
の
増
額
に
よ
る
収
益
的
収

入
１
千
万
円
と
、
資
本
的
収

入
７
８
９
万
６
千
円
、
院
内
感

染
防
止
の
た
め
の
施
設
改
修

工
事
費
に
要
す
る
資
本
的
支

出
２
、９
１
９
万
４
千
円
で
す
。

　

初
日
提
案
の
報
告

案
件
３
件
及
び
人
事

案
件
６
件
は
、
即
決

採
決
に
よ
り
全
て
同

意
し
ま
し
た
。
中
日

提
案
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
対
策
事
業
費
の
第

５
弾
を
内
容
と
す
る

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）な
ど
の
予

算
議
案
６
件
及
び
初

日
提
案
の
そ
の
他
の

案
件
18
件
に
つ
い
て
は
、
各
常
任
委
員
会
に
よ
る
審

査
を
経
て
、
最
終
日
に
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

８月４日

開 催

令和２年

令和２年

第2回

臨時会

８月25日

～

９月23日

開 催

報 告

人 事

条 例

一 般

予 算

決 算

計

　

 3

 6

 2

 3 （1）

 6

 13

 33 （1）

（　）内はうち議会議案の数

議案の提出件数

第３回

定例会

新型コロナウイルス感染症緊急対策事業費（第４弾）の主な内訳

事業費　13億1,114万円

事業所の感染症対策支援、新型コロナウイルス対策資金の新設など

①事業者等への支援　 ７億1,233万円

救急医療体制の維持に向けた支援、検査体制の強化など

②地域の医療を守る 9,211万円

コロナ禍に対応する学校運営の支援など

③教育現場への対応 ３億9,970万円

飯田市新生児育児応援支援金の支給など

④個人への支援 　１億700万円

•「３密」の回避や「新しい生

活様式」に適応した事業形

態に取り組む事業所の衛生

設備等の導入に対する補助

•サテライトオフィス等の開

設支援

•感染拡大に備えた市立病院

の改修

•感染症対策、児童生徒の学

習保障の取組を校長の判断

で迅速かつ柔軟に対応でき

るように支援

•住宅確保給付金の支給など



第５弾の特徴

いいだ市議会だより220号令和 2.10.22③

※上表は、会計間で移動した金額を控除する前の額となっています。

※企業会計は、収益的収支と資本的収支を合計すると支出の方が大きく赤字に見えますが、
　これは一般会計などとは異なり減価償却費などの非現金支出を計上しているためです。

　令和元年度の決算にお

いて、一般会計、墓地事

業特別会計、ケーブルテ

レビ放送事業特別会計

の合計である普通会計は、

歳入総額476 億3,394万

円、歳出総額458億7,865

万円となり（会計間で移

動した金額を控除した後

の額）、令和２年度に繰り

越す財源１億 9,062万円

を除いた実質収支は、15

億6,467万円の黒字となり

ました。また、令和元年

度のみの決算状況を表

す「実質単年度収支」は、

財政調整基金への１億

451万円の積立を加えて

７億1,091万円の黒字とな

りました。

令和元年度飯田市各会計の決算を認定

新型コロナウイルス感染症緊急対策事業費（第５弾）の主な内訳

事業費　５億9,701万円

飯田市持続化支援給付金の支給など

①事業者等への支援　 １億9,558万円

生活支援相談窓口対応職員の雇用期間の延長

②個人への支援 191万円

地域外来・検査センター従事医師等に対する罹患補償など

③地域の医療を守る 433万円

小学校の特別教室への空調設備の整備など

④教育現場への対応 　３億3,469万円

市役所におけるWEB会議、テレワークの導入など

⑤その他の対策 　6,050万円

•地元企業のプロフェッショナ

ル人材確保への支援

•公共交通事業者（高速バス）

の感染症予防対策への支援

•妊産婦等を対象としたオン

ライン会議による相談会の

実施

•投票所及び開票所における

感染防止対策

•指定管理施設の休業に対す

る補填など



福　澤　克　憲　議員（市民パワー）

木　下　德　康　議員（会派のぞみ）

塚　平　一　成　議員（会派のぞみ） 岡　田　倫　英　議員（会派のぞみ）

清　水　優一郎　議員（会派のぞみ）

④

第３回定例会の一般

質問の概要を紹介し

ます。（13人・質問順）

■は、そのほかの質問項目

市政を

問う！
市政を

問う！
市政を

問う！
市政を

問う！

いいだ市議会だより220号令和 2.10.22

　
　

地
方
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

　
　

コ
ロ
ナ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

国
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
は
。

　
　

国
に
対
し
て
は
、
全
国
市
長
会

　
　

を
通
じ
当
地
域
の
実
情
や
要
望

を
伝
え
て
い
る
。
国
と
地
方
が
緊
密

な
連
携
を
図
る
こ
と
で
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
拡
充
、
医
療
提
供
体
制

の
確
保
や
財
源
措
置
等
が
実
現
し
て

き
て
い
る
。
引
き
続
き
地
方
の
実
情

や
課
題
を
国
に
し
っ
か
り
と
伝
え
要

望
し
て
い
く
と
と
も
に
、
国
県
と
連

携
し
な
が
ら
「
住
ん
で
安
全
、
暮
ら

し
て
安
心
」
な
飯
田
市
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
た
い
。

地方の財政需要と国との

連携について

　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
希
望

　
　

者
に
も
広
げ
、
補
助
も
必
要
で

は
な
い
か
。
家
庭
で
の
「
わ
が
家
の

コ
ロ
ナ
対
応
計
画
」
づ
く
り
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

　
　

経
済
活
動
や
市
民
活
動
を
安
心

　
　

し
て
行
う
た
め
に
は
、
医
療
と

し
て
で
は
な
い
、
健
康
な
市
民
が
自

身
の
陰
性
を
確
認
で
き
る
場
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
罹
患
し
た
場
合
の
本
人
や
家
族
の

対
応
や
、
判
明
後
の
取
る
べ
き
行
動

等
に
つ
い
て
、
前
も
っ
て
家
庭
内
で

話
し
合
い
を
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ

る
。

■
防
災
に
つ
い
て

希望者にコロナウイルス検査を

家庭でのコロナ対応計画づくりは

　
　

地
元
業
者
が
一
体
と
な
っ
た
観

　
　

光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
の

目
的
達
成
、
そ
し
て
飯
田
の
観
光
振

興
へ
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　

観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

　
　

は
、
国
の
観
光
施
策
等
に
よ
る

誘
客
の
た
め
、
市
内
旅
行
業
者
を
中

心
に
、
各
分
野
の
事
業
者
と
連
携
し

地
域
資
源
を
生
か
し
た
着
地
型
の
旅

行
商
品
を
開
発
し
、
旅
行
者
の
需
要

喚
起
を
促
す
た
め
の
事
業
を
実
施
す

る
も
の
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ

感
染
状
況
等
を
鑑
み
、
具
体
的
な
旅

行
商
品
の
開
発
や
広
報
宣
伝
に
よ
る

誘
客
に
つ
い
て
は
、
開
始
時
期
を
検

討
し
て
い
る
。

観光産業の支援及び

需要喚起について

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
変
わ
る
社
会
を
ど

　
　

う
捉
え
、
こ
れ
か
ら
の
飯
田
市

を
ど
う
導
く
か
。

　
　

一
極
集
中
の
時
代
か
ら
分
散
型

　
　

社
会
へ
の
移
行
が
進
む
。
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
、
移
住
者

の
受
け
入
れ
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

エ
ス
・
バ
ー
ド
に
つ
い
て
は
「
信
州

大
学
南
信
州
キ
ャ
ン
パ
ス
」
も
視
野

に
入
っ
て
き
て
い
る
。
当
市
の
「
環

境
文
化
都
市
宣
言
」
に
新
し
い
技
術

や
未
来
志
向
を
加
え
た
「
環
境
文
化

未
来
都
市
」
を
描
い
て
い
る
。
次
の

飯
田
に
向
か
っ
て
私
の
思
い
を
伝
え
、

未
来
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

■
社
会
基
盤
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

牧野市長の考える

これからの市政運営について

　
　

ま
ち
な
か
と
の
つ
な
が
り
、
す

　
　

な
わ
ち
「
余
韻
の
中
の
交
流
」

が
重
要
と
受
け
止
め
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

新
飯
田
文
化
会
館
を
中
心
市
街

　
　

地
に
整
備
す
る
大
き
な
視
点
は

３
つ
あ
る
。
１
つ
目
は
都
市
の
顔
と

し
て
の
視
点
。
２
つ
目
は
鑑
賞
後
の

余
韻
の
視
点
。
文
化
芸
術
を
鑑
賞
後

に
中
心
市
街
地
で
食
事
や
散
歩
を
し

て
催
し
の
余
韻
や
交
流
を
楽
し
み
、

豊
か
な
時
間
を
楽
し
め
る
利
点
が
あ

る
。
３
つ
目
は
Ｊ
Ｒ
、
バ
ス
な
ど
公

共
交
通
の
結
節
点
の
近
く
に
あ
る
と

い
う
立
地
条
件
の
良
さ
と
い
う
視
点

が
あ
る
。

新文化会館を中心市街地に

整備するとした論拠は



古　川　　　仁　議員（日本共産党） 新　井　信一郎　議員（会派のぞみ）

山　崎　昌　伸　議員（会派のぞみ） 永　井　一　英　議員（公　明　党）

後　藤　荘　一　議員（日本共産党） 木　下　容　子　議員（市民パワー）

⑤ いいだ市議会だより220号令和 2.10.22

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
東
海
道
新
幹
線
の

　
　

利
用
客
が
減
少
し
て
い
る
中
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
必
要
性
を
ど

う
考
え
る
か
。

　
　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
関
し
て

　
　

は
、
東
海
道
新
幹
線
の
経
年
劣

化
や
大
規
模
災
害
に
対
す
る
抜
本
的

な
備
え
等
の
必
要
性
か
ら
、
国
が
工

事
実
施
計
画
を
認
可
し
、
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
、
国
、
沿
線
の
県
・

市
町
村
が
２
０
２
７
年
開
業
を
実
現

す
る
よ
う
同
じ
方
向
で
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
変
わ
る

こ
と
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

リニア中央新幹線の

必要性について

　
　

３
密
を
避
け
、
児
童
・
生
徒
に

　
　

し
っ
か
り
と
寄
り
添
え
る
よ
う

な
少
人
数
学
級
へ
の
検
討
は
ど
う
か
。

　
　

長
野
県
で
は
「
信
州
少
人
数
教

　
　

育
推
進
事
業
」
に
よ
り
小
学
校

で
は
全
学
年
35

人
、
中
学
校
で
も
選

択
制
で
は
あ
る
が
、
35

人
学
級
を
基

本
と
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
少
人
数

学
級
の
実
現
は
教
員
の
人
材
確
保
、

財
政
面
等
か
ら
も
現
実
的
に
は
難
し

い
と
考
え
る
。
ま
ず
は
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

飯田市の教育について

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
健
康
志
向
、

　
　

健
康
長
寿
日
本
一
の
長
野
県
の

イ
メ
ー
ジ
を
活
か
し
て
、「
健
康
」
の

ま
ち
づ
く
り
を
。

　
　

交
流
人
口
と
関
係
人
口
の
拡
大

　
　

に
向
け
て
、
ニ
ー
ズ
と
地
域
資

源
を
組
み
合
わ
せ
た
魅
力
づ
く
り
と

発
信
が
必
要
と
考
え
る
。
ク
ア
オ
ル

ト
（
健
康
保
養
地
）
の
事
業
も
含
め

た
健
康
面
で
の
ま
ち
づ
く
り
は
ま
だ

ま
だ
工
夫
の
余
地
、
資
源
の
組
み
合

わ
せ
の
余
地
、
発
信
の
仕
方
の
工
夫

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

貴
重
な
提
案
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
テ

ー
マ
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

移住定住促進に「健康」を

キーワードとしてはどうか

　
　

「
神
楽
」（
湯
立
神
楽
）
を
ユ
ネ

　
　

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
し
、

地
域
活
性
化
と
伝
統
継
承
、
観
光
戦

略
に
つ
な
げ
な
い
か
。

　
　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

　
　

が
実
現
す
れ
ば
、
神
楽
の
価
値

が
見
直
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
祭

り
の
歴
史
や
意
義
を
学
び
、
継
承
へ

の
機
運
が
高
ま
り
、
地
域
に
活
力
が

生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
ひ

い
て
は
そ
れ
が
観
光
振
興
に
つ
な
が

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
関
係
す

る
地
域
の
皆
さ
ん
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
し
、
霜
月
ま
つ
り
を
保
存
継
承
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
き
た
い
。

観光戦略及び地域活性化推進のための

ユネスコ無形文化遺産登録について

　
　

地
域
共
生
社
会
構
築
の
要
「
生

　
　

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

に
は
、
ご
み
屋
敷
な
ど
の
課
題
を
解

決
に
導
く
Ｃ
Ｓ
Ｗ
（※）

の
レ
ベ
ル
を
要

求
し
た
い
が
。

　
　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め

　
　

に
は
、
制
度
の
は
ざ
ま
の
課
題

か
ら
地
域
づ
く
り
へ
つ
な
げ
る
よ
う

な
住
民
と
協
働
す
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
が
必
要
と
考
え
る
。
当
市
は
、
飯

田
市
社
協
に
配
置
し
て
い
る
地
域
福

祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
兼
ね
て
配
置

さ
れ
て
い
る
。
地
域
福
祉
課
題
検
討

会
で
役
割
や
配
置
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

第８期介護保険事業計画の

策定に向けて

　
　

今
年
は
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
開
始

　
　

20
年
。
子
ど
も
推
進
計
画
に
沿

っ
て
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
に
取
り

組
む
考
え
は
。

　
　

過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ

　
　

る
と
、
絵
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
き

っ
か
け
に
、
そ
れ
ま
で
読
み
聞
か
せ

を
し
て
い
な
か
っ
た
保
護
者
の
う
ち

９
割
の
方
が
、
家
庭
で
読
み
聞
か
せ

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
大
き
な

成
果
が
出
て
い
る
。
現
在
改
定
作
業

を
行
っ
て
い
る
第
４
次
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
計
画
の
中
で
、
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ

ク
と
い
っ
た
方
策
に
つ
い
て
も
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

子どもの読書活動の

推進について

※
C
S
W
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
略



木　下　克　志　議員（会派のぞみ）吉　川　秋　利　議員（会派のぞみ）

⑥

　令和２年第３回定例会では、請願３件を総務委員会で慎重に審査を行い、本会議でも議論

を尽くしましたが１件を「採択」とし、２件を「不採択」としました。採択の結果を経て、

市議会は９月23日付けで国に対して下記のとおり意見書の提出を行いました。

請願第３号

請願第４号

請願第５号

不採択

不採択

採　択

総務委員会

総務委員会

総務委員会

国に対し、辺野古新基地建設工事を中断して、

話し合いを求める意見書の提出について

国に対し、消費税率５％への引き下げを求め

る意見書の提出について

国に対し、地方財政の充実・強化を求める意

見書の提出について

種別 内　　容 審査を行った委員会結果

いいだ市議会だより220号令和 2.10.22

　
　
転
入
者
や
、
高
齢
と
な
っ
て
役

　
　
員
を
受
け
に
く
い
人
も
同
じ
圏

域
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
、
新
た
な
自

治
組
織
の
構
築
は
。

　
　

高
齢
者
世
帯
に
今
ま
で
ど
お
り

　
　

の
役
員
負
担
や
労
役
を
お
願
い

す
る
の
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
場
合

に
は
、
会
費
負
担
を
求
め
る
こ
と
は

あ
る
け
れ
ど
も
労
役
を
免
除
し
た
り
、

自
治
活
動
の
負
担
金
の
減
免
制
度
を

設
け
る
な
ど
、
組
織
の
運
営
の
中
で

配
慮
・
工
夫
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
事
例
も
あ
る
。
住
民
の
皆
さ
ん
が

地
域
か
ら
孤
立
せ
ず
に
融
和
を
保
っ

て
生
活
す
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で

あ
る
。

ゆるやかなつながりを重視した

自治組織について

　
　
道
路
改
良
（
さ
わ
や
か
ロ
ー
ド

　
　
下
山
工
区
）
に
伴
う
車
川
下
流

の
豪
雨
時
の
越
水
対
策
は
。

　
　

県
道
改
良
の
設
計
と
並
行
し
、

　
　

雨
水
や
井
水
の
車
川
へ
の
流
入

状
況
、
他
の
河
川
へ
の
分
水
の
可
能

性
調
査
を
行
い
、
詳
細
な
改
修
方
法

の
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
県

と
と
も
に
、
市
と
し
て
も
車
川
の
対

策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
こ
れ
ま

で
の
断
面
検
証
等
に
加
え
、
上
流
部

で
の
分
水
構
造
検
討
な
ど
と
合
わ
せ

て
下
流
の
改
修
方
法
等
を
ま
と
め
て

い
き
た
い
。

■
組
合
未
加
入
対
策
に
つ
い
て

道路改良における

車川下流の越水対策は

　【
意
見
書
の
主
旨
】
本
文
を
一
部
省
略

　

地
方
公
共
団
体
が
担
う
べ
き
役
割
は
一
層
増
大
し

て
き
て
お
り
、
こ
れ
に
見
合
う
財
政
措
置
が
過
大
と

な
っ
て
い
る
。

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
確
保
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
政
府
が
地
方
公
共

団
体
の
財
政
需
要
を
的
確
に
把
握
し
、
地
方
交
付
税

等
の
一
般
財
源
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
に
係
る
歳
出
の
増
加
、
経
済

の
下
振
れ
に
よ
る
税
収
の
減
少
を
踏
ま
え
た
財
政
運

営
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
担

う
べ
き
役
割
を
確
実
に
実
現
す
る
た
め
、
地
方
財
政

全
体
の
安
定
確
保
に
向
け
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

対
策
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

１　

一
般
財
源
確
保
に
当
た
っ
て
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
需
要
を
的
確
に
把
握
し
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

２　

地
方
交
付
税
に
よ
る
財
源
調
整
機
能
及
び
財
源

保
障
機
能
の
強
化
特
例
的
な
措
置
で
あ
る
臨
時
財

政
対
策
債
に
頼
ら
な
い
地
方
財
政
を
確
立
す
る
こ

と
。

３　

思
い
切
っ
た
減
収
補
填
措
置
を
講
ず
る
と
と
も

に
、
減
収
補
填
債
の
対
象
と
な
る
税
目
に
つ
い
て

も
弾
力
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

　

そ
の
他
、
地
域
間
の
財
源
偏
在
性
の
抜
本
的
な
是

正
な
ど
４
つ
の
事
項
に
つ
い
て
記
載
あ
り
。

請願の審査結果

　
国
に
対
し
、「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た



⑦ いいだ市議会だより220号令和 2.10.22

　令和２年度の「議会による行政評価」は、「いいだ未来デザイン2028」を議会として進行管

理するため、戦略計画を中心に基本目標ごとに評価・検証を行いました。評価・検証において

は、基本目標の見直し年度として2019年度の評価とともに、2020年度の現状を踏まえ、前期４

年間を俯瞰（ふかん）的に見て中期につながる評価を行いました。

　また、今年度の試みとして、基本目標及び戦略計画を評価対象とした政策的評価の１層目、

決算審査を政策へつなげる事務事業評価の２層目、といった２層式による議会行政評価の取り

組みを行い、２層を重ねて『「いいだ未来デザイン2028」の中期計画に向けて～令和２年度「議

会による行政評価」からの評価及び提言書～』として集約しました。

　評価・提言した内容が、今後の「いいだ未来デザイン2028」の戦略計画の見直し、中期計画

の策定及び新年度予算編成へ活用され、さらなる市民サービスの向上につながることを期待し

ています。

議会による行政評価・提言を行いました

ステップ １

執行機関による

成果説明

ステップ ２

戦略計画に対する

個々の議員による評価

ステップ ３

分科会による意見集約

ステップ ４

全体会での

検討経過確認･協議

ステップ ５

決算報告の分科会審査

及び全体会での確認

ステップ ６　「提言と進行管理」～２層を重ねて、議会行政評価・提言書として集約

提言書の詳細な内容は、飯田市議会ホーム

ページに掲載しております。

ＱＲコード　又は　

で検索してご確認ください。

 飯田市議会　行政評価

▲９月23日に議長から市長へ議会行政評価・提言書を手交

評価の視点と評価のポイント

◆ 基本目標の2019 年度の成果評価

　① 基本目標のねらいと取り巻く状況の認識は妥当か

　② 取り組みの内容をどう評価するか

◆ 基本計画の見直し年度としての評価

　① 基本目標の中期に向けた是非（十分か、新しいものがあるか）

　② 中期へつなげるとき、戦略（考え方）は妥当か

　③ 進捗状況確認指標は全体からみて有効か

◆ 戦略計画の有効性（貢献度）について評価・検証

　 戦略計画は基本目標の達成のために、その役割を果たしたか

● 政策評価の視点をもって、令和元年度実績から事務事業

　 （＝当事者目標）に対する課題認識や今後の方向性を確認した。

● 基本目標との関係性などを踏まえて、今年度（2020年度）の事務事

　 業においてすでに改善した点など対応状況についても確認した。

● 事務事業の今後の方向性（「継続」「改善」「廃止」）をどうすべきか、

　 その扱いを整理し、検討・提案事項を評価としてまとめた。

●「改善」とした事務事業については、予算措置の観点から「予算の増

　 額」「予算の減額」を検討・提案し、予算を伴わない「やり方改善」

　 についても検討・提案した。

２層決算審査における事務事業評価

基本目標、戦略計画（小戦略）の成果評価 １層



総務
委員会

⑧いいだ市議会だより220号令和 2.10.22

《
総
務
分
科
会
》　

令
和
元
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

３
R
推
進
事
業
に
つ
い
て

　
　
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
認
識
す
る
が
、
な
ぜ
戦   

　
　
略
計
画
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
か
。

　
　

未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
は
、
基
本
目
標
実
現

　
　

の
た
め
の
、
年
度
に
重
点
的
に
行
う
事
業
を
抜

き
出
し
て
組
み
立
て
て
い
る
。
３
Ｒ
推
進
事
業
自
体

を
、
軽
ん
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
中
期
計
画
の

中
で
、
位
置
づ
け
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

R
e
d
u
c
e

（
減
ら
す
）R
e
u
s
e

（
繰

　
　
　
　

り
返
し
使
う
）R

e
c
y
c
le

（
再
資
源

化
す
る
）
の
頭
文
字
を
と
っ
た
言
葉
で
、
環
境

に
配
慮
し
た
行
動
を
示
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
飯
田
市
は
、
平
成
19
年
３
月
に

「
環
境
文
化
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
多
様
な
主

体
に
よ
り
人
も
自
然
も
輝

く
持
続
可
能
な
都
市
を
目

指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

も
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
推
進
事
業
に
つ
い
て

　
　
啓
発
す
る
こ
と
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
機
器
普
及

　
　
の
実
績
は
上
が
っ
て
い
く
か
。

　
　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
市
民
へ
の
浸
透
は
ま
だ

　
　

ま
だ
と
考
え
て
お
り
、
普
及
の
た
め
情
報
提
供

し
て
い
く
。

　
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
だ
け
で
な
く
、
太
陽
光
な
ど

　
　
を
含
め
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
で
と
ら

え
て
普
及
啓
発
を
行
う
方
が
、
効
果
的
で
は
。

　
　

ご
指
摘
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。
一
方
で
木
質
バ

　
　

イ
オ
マ
ス
は
、
森
林
整
備
の
ほ
か
加
工
流
通
に

よ
る
雇
用
創
出
な
ど
経
済
的
効
果
も
あ
る
た
め
、
特

に
普
及
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
　
こ
れ
ま
で
ペ
レ
ッ
ト
を
作
る
た
め
の
補
助
金
を

　
　
事
業
化
し
て
き
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
ペ
レ

ッ
ト
の
生
産
性
は
ど
う
か
。

　
　

当
初
、
地
域
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
南
信
バ
イ
オ
マ

　
　

ス
の
設
立
や
そ
の
工
場
建
設
に
あ
た
っ
て
国
の

補
助
を
基
に
市
と
し
て
も
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
施

設
稼
働
後
は
、
製
造
に
係
る
支
援
か
ら
、
製
品
の
消

費
で
あ
る
出
口
を
確
保
す
る
支
援
に
切
り
替
え
た
。

具
体
的
に
は
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
小
中
学
校
や
温

泉
施
設
に
設
置
し
、
供
給
先
を
確
保
し
た
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
事
業
に
つ
い
て

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
る
方
が
増
え
て
い

　
　
る
と
思
う
が
、
取
得
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
元
年
７
月
時
点
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

　
　

ー
ド
の
交
付
枚
数
は
、
月
94

枚
で
あ
っ
た
が
、

今
年
度
7
月
は
、
月
７
３
５
枚
で
あ
っ
た
。
ま
た
累

計
も
昨
年
の
９
、７
８
１
枚
に
比
べ
今
年
は
１
３
、２
７

２
枚
で
市
民
の
取
得
率
は
13
・
３
％
と
な
っ
た
。

　
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連
事
務
等
委
任
交
付
金

　
　
に
つ
い
て
、
具
体
的
業
務
は
何
か
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
、
交
付
は

　
　

当
市
の
業
務
で
あ
り
、
そ
の
間
の
カ
ー
ド
作
成
、

発
行
を
、
J
│
L
I
S
（
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
）
に
委
任
し
て
い
る
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

　
　
エ
シ
カ
ル
消
費
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
る
と
の

　
　
こ
と
だ
が
、
市
と
し
て
の
関
わ
り
は
。
ま
た
今

後
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
当
地
域
で
取
り
組
ん
で
き
た
、
域
産

　
　

域
消
や
エ
コ
バ
ッ
ク
な
ど
も
、
い
わ
ば
エ
シ
カ

ル
消
費
で
あ
り
、
こ
の
表
現
を
使
っ
て
い
く
。
今
後

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
計
画
し
た
り
、

消
費
生
活
講
座
な
ど
に
出
向
い
て
エ
シ
カ
ル
消
費
を

説
明
し
て
い
く
な
ど
、
継
続
し
て
取
り
組
む
。

８月31日、９月１日に
委員会、委員会協議
会及び予算決算分
科会を開催しまし
た。委員会の様子は
YouTubeをご覧くだ
さい。

　
　
　
　
　
　
　

人
や
社
会
、
地
球
環
境
、
地

　
　
　
　
　
　
　

域
に
配
慮
し
た
消
費
の
意
味

で
、
貧
困
、
気
候
変
動
と
い
っ
た
世
界
的
な
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
。

▲ペレットストーブの前
　　でくつろぐ子ども達
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▲地方大会で公式記録として認定される「第２種陸上
競技場」の公認更新に向けて、令和元年度に全面改
修を行った飯田市総合運動場（松尾）

▲新型コロナウイルスの遺伝子配列の存
在を検出するための「ＰＣＲ検査装置」

《
社
会
文
教
分
科
会
》　

令
和
元
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
と
地
域
子
育
て
支
援

事
業
に
つ
い
て

　
　
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の

　
　
さ
ら
な
る
連
携
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

「
ゆ
い
き
っ
ず
」
を
中
心
に
、
病
院
や
学
校
、

　
　

福
祉
機
関
な
ど
と
の
連
携
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
発
達
支
援
で
は
、
関
係
機
関
が
そ
の
子
の
特
性

を
共
通
言
語
で
理
解
で
き
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
、
外
部
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
得
な
が
ら
研
究
を
進
め

て
い
る
。

意
見　

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
視
点
で
、

地
域
と
の
連
携
も
研
究
し
て
欲
し
い
。

乳
幼
児
親
子
学
習
交
流
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　

乳
幼
児
に
関
し
て
は
、
子
育
て
支
援
課
や
保
健

　
　
課
が
所
管
と
な
っ
て
い
る
が
、
公
民
館
の
役
割
は
。

　
　

公
民
館
は
親
子
の
交
流
の
場
を
作
る
こ
と
が

　
　

第
一
だ
と
考
え
て
い
る
。
乳
幼
児
学
級
の
開
催

に
あ
た
っ
て
は
、
保
健
師
と
一
緒
に
課
題
を
把
握
し
、

自
主
的
な
活
動
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
地
区
ご
と
の

企
画
を
立
て
て
い
る
。

意
見　

乳
幼
児
学
級
に
限
ら
ず
、
子
育
て
に
つ
い
て

は
公
民
館
の
果
た
す
役
割
が
非
常
に
大
き
い
と
考
え

る
。
庁
内
の
連
携
が
必
要
と
思
う
の
で
、
公
民
館
と

子
育
て
支
援
課
や
保
健
課
の
課
長
同
士
で
も
課
題

共
有
し
、
意
思
疎
通
を
図
っ
て
欲
し
い
。

体
育
施
設
維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て

　
　

飯
田
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
関
す
る
考
え
方
は
。

　
　
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
要
望
と
し
て
は
、
グ

　
　

ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
や
体
育
館
の
不
具
合
、
観

覧
席
の
要
望
な
ど
の
声
を
お
聴
き
し
て
い
る
。
飯
田

市
の
将
来
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
醸
成
と
リ
ニ
ア
を
見
据

え
た
絵
姿
を
教
育
委
員
会
と
し
て
し
っ
か
り
議
論

し
、
来
年
度
の
予
算
審
査
の
際
に
は
お
示
し
し
た
い
。

考
古
博
物
館
管
理
運
営
事
業
に
つ
い
て

　
　
考
古
博
物
館
な
ど
文
化
施
設
の
活
用
の
考
え

　
　
方
や
指
定
管
理
に
関
す
る
考
え
方
は
。

　
　

考
古
博
物
館
に
つ
い
て
は
、議
会
の
指
摘
を
受

　
　

け
、現
場
の
職
員
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
。地
域

の
研
究
者
に
と
っ
て
、考
古
学
の
活
動
拠
点
の
象
徴

と
し
て
施
設
を
活
用
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、遠
山
郷
の
施
設
に
関
し
て
は
、後
継
者
育
成
の

視
点
も
含
め
て
、も
っ
と
活
用
可
能
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、来
年
度
に
向
け
て
十
分
な
検
討
を
重
ね
た
い
。

令
和
元
年
度
飯
田
市
病
院
事
業
決
算
認
定

飯
田
市
立
病
院
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
　

市
立
病
院
の
検
査
機
器
の
最
近
の
状
況
は
。

　
　
臨
床
の
検
査
機
器
や
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
放

　
　

射
線
機
器
も
最
新
の
も
の
を
導
入
し
て
お
り
、

病
気
の
検
査
・
診
断
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
最
近

で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
応
す
る
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
装
置

や
抗
原
検
査
機

器
を
導
入
し
、

迅
速
に
検
査
結

果
を
出
す
た
め

に
対
応
し
て
い

る
。

９月１日、２日に委
員会、委員会協議
会及び予算決算分
科会を開催しまし
た。委員会の様子は
YouTubeをご覧くだ
さい。
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委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
を
報
告

　

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、「
遠
山
郷
の
指
定
管
理

施
設
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
昨

年
度
（
令
和
元
年
度
）
か
ら
お
よ
そ
１
年
間
を
か
け

て
調
査
研
究
を
行
い
、
所
管
事
務
調
査
報
告
書
と
し

て
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
所
管
す
る
市
産
業
経
済
部

に
対
し
て
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
（
詳
し
く
は
前
回

号
の
飯
田
市
議
会
だ
よ
り
第
２
１
９
号
を
参
照
）

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
８
月
19

日
に
南
信
濃
を
全

委
員
で
訪
問
し
、
南
信
濃
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
へ
説

明
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
引
き
続
き
、
市
の
取
り

組
み
や
委
員
会
か
ら
提
案
し
た
事
項
に
対
す
る
市
の

対
応
状
況
を
監
視
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
検

証
し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

７
月
の
豪
雨
で
被
災
し
た
中
橋
な
ど
現
地
を
確
認

　

南
信
濃
訪
問
に
合
わ
せ
て
、
７
月
豪
雨
に
よ
り
被

災
し
た
中
橋
と
揚
湯
ポ
ン
プ
落
下
事
故
の
あ
っ
た
、

か
ぐ
ら
の
湯
の
源
泉
を
現
地
確
認
す
る
と
と
も
に
、
市

が
直
営
す
る
か
ぐ
ら
の
湯
の
現
状
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

中
橋
は
、
和
田
の
ま
ち
な
か
か
ら
対
岸
の
か
ぐ
ら

の
湯
方
面
を
結
ぶ
と
と
も
に
、
上
下
水
道
と
温
泉
水

の
管
路
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
重
要
な
橋
で
す
。
上
下
水
道
は
別
ル
ー
ト
で
補

完
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
橋
の
通
行
は
安
全
上
で
き
な

い
状
況
で
す
。
市
は
早
期
復
旧
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
方
針
で
す
が
、
将
来
の
遠
山
郷
の
周
遊
観
光

も
見
据
え
た
整
備
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

か
ぐ
ら
の
湯
の
源
泉
は
、
温
泉
施
設
か
ら
約
３
キ

ロ
離
れ
た
山
中
に
あ
り
、
源
泉
井
戸
の
横
の
空
き
地

に
一
部
引
き
上
げ
ら
れ
た
揚
湯
管
が
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。
事
故
の
解
決
に
向
け
、
今
後
の
市
の
対
応
に

注
目
が
必
要
で
す
。

令
和
元
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
向
上
・
６
次
産
業
化
推
進
事

業
に
お
け
る
市
田
柿
の
海
外
展
開
に
つ
い
て

　
　

市
田
柿
の
生
産
出
荷
の
全
体
２
千
㌧
の
う
ち

　
　

海
外
へ
50

㌧
を
輸
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
所
得
や
経
済
効
果
は
ど
う
か
。
ま
た
、
輸
出
利

益
と
国
内
利
益
の
比
較
は
。　

　
　

輸
出
利
益
と
国
内
利
益
の
比
較
は
し
て
い
な
い
。

　
　

海
外
販
売
に
お
い
て
は
、
国
内
販
売
と
同
水
準

の
利
益
を
確
保
で
き
る
よ
う
設
定
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
国
内
の
相
場
へ
輸
送
経
費
な
ど
を
加
味
し
て
販

売
し
て
い
る
。

強
い
園
芸
産
地
育
成
事
業
に
お
け
る
市
田
柿
の
特

認
生
産
者
や
中
核
的
生
産
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　

特
認
生
産
者
ら
64

人
の
生
産
量
は
、
市
田
柿

　
　

の
総
生
産
量
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
の
割
合
を

占
め
る
の
か
。

　
　

特
認
生
産
者
55

人
に
よ
る
出
荷
量
は
１
９
５
㌧
、

　
　

中
核
的
生
産
者
９
人
は
報
告
義
務
が
な
い
た
め

デ
ー
タ
が
な
い
。
南
信
州
２
、０
９
４
㌧
の
う
ち
特

認
生
産
者
の
割
合
が
９
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
。
中
核
的

生
産
者
を
入
れ
る
と
そ
れ
以
上
に
な
る
。

　
　

市
田
柿
生
産
の
９
割
が
中
小
の
生
産
者
と
い

　
　

う
中
で
、
特
認
に
対
す
る
補
助
の
あ
り
方
は
。

　
　

市
田
柿
の
一
般
生
産
者
に
対
し
て

　
　

は
、
Ｊ
Ａ
や
園
協
が
取
り
ま
と
め

て
支
援
し
て
い
る
が
、
特
認
生
産
者
に

対
し
て
は
政
策
上
、
補
助
率
が
高
い
。

９月２日、３日に委員

会、委員会協議会及

び予算決算分科会

を開催しました。委員

会の様子はYouTube

をご覧ください。

▲豪雨によって橋桁がずれた状態の「中橋」
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令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

案
に
関
し
て

　

歳
出
の
総
務
費
リ
ニ
ア
推
進
事
業
費
及
び
リ
ニ
ア

代
替
地
整
備
事
業
費
の
削
減
を
求
め
る
た
め
の
予
算

組
み
替
え
動
議
が
あ
り

ま
し
た
が
、
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

動
議
の
提
案
者
に
対

し
、
削
減
す
る
事
業
費

の
内
容
に
つ
い
て
確
認

す
る
旨
の
質
疑
が
あ

り
、
そ
の
後
の
討
論
で

は
「
組
み
替
え
動
議
」

に
対
す
る
反
対
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

討
論　

総
務
費
の
リ
ニ
ア
推
進
事
業
費
に
関
し
て
、

「
必
要
で
な
い
事
業
は
直
ち
に
停
止
し
て
様
子
を
見

る
べ
き
」
と
の
立
場
か
ら
、
決
算
の
認
定
に
反
対
す

る
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

代
替
地
整
備
の
状
況
に
つ
い
て

　

上
郷
の
丹
保
・
北
条
地
区
、
座
光
寺
の
唐
沢
宮
の

前
地
区
及
び
共
和
地
区
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代

替
地
の
位
置
、
現
在
行
っ
て
い
る
工
事
の
内
容
と
数

量
、
代
替
地

全
体
の
概
要

な
ど
に
つ
い

て
執
行
機
関

の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松

川
イ
ン
タ
ー

大
鹿
線
改
良

工
事
の
迂
回

路
と
し
て
長

野
県
が
整
備

し
た
小
渋
川

の
河
川
内
道

路
が
被
災
し
、
７
月
１
日
か
ら
通
行
止
め
と
な
っ
て

お
り
、
河
川
内
道
路
の
早
期
復
旧
に
向
け
て
長
野
県

が
工
事
を
進
め
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

移
転
を
余
儀
な
く
さ

　
　

れ
る
皆
さ
ん
に
対
し

て
、
刻
一
刻
と
変
わ
る
情

報
が
確
実
に
伝
わ
っ
て
い

る
か
。

　
　

代
替
地
の
イ
メ
ー
ジ

　
　

を
つ
か
ん
で
い
た
だ

く
た
め
の
区
画
の
見
学
に

関
し
、
関
係
す
る
皆
さ
ん

に
通
知
を
し
た
。
ま
た
個

別
に
交
渉
を
す
る
中
で
、

区
画
の
見
学
、
工
事
の
進

捗
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て

説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

代
替
地
登
録
制
度
の
締
切
、
受
付
の
状
況
は
。

　
　

代
替
地
登
録
制
度
の
締
切
は
９
月
末
と
い
う
こ

　
　

と
で
受
付
を
行
っ
て
い
る
。
９
月
末
の
代
替
地

登
録
制
度
の
申
し
込
み
の
結
果
に
つ
い
て
は
議
会
に

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

リ
ニ
ア
事
業
の
全
体
工
程
が
ど
の
よ
う
に
動
い

　
　

て
い
る
か
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
工
程
表
と
し

て
示
す
こ
と
は
可
能
か
。

　
　

可
能
で
あ
る
。
代
替
地
の
移
転
者
に
対
し
て
は

　
　

個
別
の
事
情
に
応
じ
て
交
渉
の
中
で
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
事
業
全
体
に
関
わ
る
工
程

と
し
て
、
年
に
一
度
リ
ニ
ア
推
進
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

大
ま
か
な
工
程
を
お
示
し
し
て
い
る
が
、
年
度
の
途

中
で
変
更
が
見
越
せ
る
も
の
に
つ
い
て
は
随
時
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

８月25日に前期全

体会、９月17日に後

期全体会を開催し

ました。委員会の

様子はYouTubeを

ご覧ください。

▲丹保・北条地区代替地（上郷）

９月７日に特別委

員会及び特別委員

会協議会を開催し

ました。委員会の

様子はYouTubeを

ご覧ください。

リニア推進
特別委員会

▲唐沢宮の前地区代替地（座光寺）
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　「地域の子どもは地域で育てる」取り組みとして

平成29年度から、羽場、丸山、東野の３公民館によ

る「夏休み子ども寺子屋」が開催されています。

　夏休みの学習やさまざまな体験活動に対し、地

域のボランティアの方が大勢支援して下さる中、

疫病退散の妖怪「アマビエ」を水引で作る令和２

年度ならではの体験の機会も設けられました。

丸山

■第４回定例会　11月25日（水）～12月18日（金）

□代表質問　12月７日（月）～８日（火）（傍聴可能）

□一般質問　12月８日（火）～９日（水）（傍聴可能）

　※質問内容は11月27日の午後以降に飯田市議会　

　　ホームページに掲載されますのでご確認ください。

□委員会日程（傍聴可能）

　予算決算（前期全体会11月25日、後期全体会12月18日）

　総務（12月10日）　社会文教（12月11日）　

　産業建設（12月14日）　リニア推進（12月16日）

■議会への請願・陳情は、11月18日（水）午後５時まで　

　に、議会事務局へご提出ください。

委員長　竹村　圭史　　副委員長　福澤　克憲

委　員　清水優一郎　　塚平　一成　　　古川　　仁

　　　　永井　一英　　新井信一郎　　　井坪　　隆

議会の動き（予定）

広報広聴委員会

　８月６日に、甲府市議会の会派「こうふ未来」

の皆さんからのご依頼により、オンラインによる

行政視察の受け入れを行いました。

　今年度はコロナ禍で行政視察の受け入れに制約

がある中、Zoomを活用したオンライン会議であ

れば可能であると判断し、行政視察を受け入れま

した。

　リニア駅周辺整備に関し、リニア開業に向けた

体制づくり、リニア開業効果などについて、飯田

市のリニア推進部から説明を行い、質疑応答が行

われました。

　コロナ禍を契

機として、従来

とは異なる新た

な会議の可能

性が広がりつつ

あります。

　2018年９月に、飯田駅前の商業施設「ピアゴ」

が閉店。翌年11月には吉川建設株式会社が同施設

の土地と建物を取得し、今年８月に同社と市が

2022年春のオープンを目指して（仮称）「飯田駅

前プラザ」の整備を進めると発表しました。

　両者がまとめた「基本的な考え方」によれば、

2021年度に着工し、１階をスーパーなどの商業エ

リア、２階と３階を公共エリアに区分し、４階と５階

に吉川建設株式会社の本社機能を移す予定です。

　公共交通の結節点、中心拠点の玄関口、商業施設

が集積するという立地の特性を活かし、「ヒト」「モノ」

「コト」が集まり、新たな価値を創発する場を目指し

て整備が進んでいきます。

甲府市議会によるオンライン視察の受け入れ「子育ての孤立化」をテーマに、社会文教

委員会が「課題共有型えんたく会議」を開催

（仮称）飯田駅前プラザ（旧ピアゴ）活用プランについて

ここに

注目!

全員協議会などにおける協議事項や報告事項をご紹介します。

　社会文教委員会は、「子どもを見守り育む社会に

ついて」を調査研究テーマとし、調査研究を進めて

います。

　７月29日に、龍谷大学政策学部の土山希美枝教

授をオンラインでのコーディネーター役に依頼。

土山教授が各地で実践されている「課題共有型え

んたく会議」の手法による研修会を開催しました。

　飯田市の「子育ての現状」と課題の共有を行い、

『社会的処方』による地域のつながりが子育ての孤

立を救うをテーマとして、保健師、保育園長、図書

館分館長、子育て支援NPO代表らが話題提供を行

い、参加者がグループに分かれて話題の振り返り

と発表を行った後、共有すべき情報と課題の整理

を行いました。

▲京都と飯田をオンラインでつないで会議を実施

▲Zoomを活用したオンライン視察の様子

整備のイメージ
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